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ごあいさつ 
  
   「2019 春期講習」へお招きいたします。  
 
 「大学全入時代」が叫ばれながら、上位の大学進学の厳しさ

は、変わらないどころか増している感もあります。希望する大

学へ進学するために、早い時期から自覚的な学習生活を送る

必要があるのは、競争率が全体的に高かった時代と何ら変わ

りません。 
 
 紫雲国語塾では、今年、国語・英語・小論文の３つの教科につ

いて、高校生・中学生のニーズにこたえます。私たちはこれま

で、「紫雲に通えば何とかなる」と言われる存在になることを目指してきました。今後も、 そう

言っていただける、質の高い指導を提供できるよう努めていきます。 
 

 また、大学入試「新テスト」もいよいよ目前になりました。紫雲国語塾

では、学びの内容、授業のスタイルを見直し続けてきました。一方的

な講義形式ではなく、生徒の自発的な発想と発言を促し、講師と生徒、

生徒と生徒のやり取りを軸にした、ワークショップ型の授業へ。ある

いはまた、正答にたどり着くまでの思考のプロセスとそのために必要

な語彙を指導の中で言語化し、それぞれの自己の体験として身体の中

に残る指導へ――。 少しずつ転換を図りながら、指導の精度の向上につなげています。 
 
 さらに、紫雲国語塾では、学習生活全体のサポート役として、「動

機付け」を重視しています。自己の性格を知り、強みと弱みを知り、

適性を知ることで、志望が定まり、その結果、学習にも力が入る―

―。そうなるよう、親身に、丁寧にアドバイスしていきます。お子さ

んを支え、変化を後押しできるように。 
 
  

紫雲国語塾に、今年もどうぞご期待ください。 

 

紫雲国語塾 代表 小林 吉樹  

   時限（80分間） 

１限 13:10～14:30 
（第２・３タームのみ） 

２限 14:40～16:00 

３限 16:05～17:25 

４限 17:35～18:55 

５限 19:00～20:20 

６限 20:30～21:50 

日程（各４日間） 

第１ターム ３/19（火）･20（水）･21（木）･22（金） 

第２ターム ３/25（月）･26（火）･27（水）･28（木） 

第３ターム ４/１（月）･２（火）･３（水）･４（木） 
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 ② 第１ターム （３月19・20・21・22日）  ２限 （14:40～16:00） 80分×４日間 

 ③ 第２ターム （３月25・26・27・28日）  ２限 （14:40～16:00） 80分×４日間 

高校の国語では、まずは古典文法が苦手になら
ないことが第一。現代文は、じわじわと難しくな
ります。学習を絶やさないことが大切です。 

 高１国語 ②③ 応用 

先取りと定着 

 
第１日 高校古文 ――― 学習ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ   

第２日 高校古文 ――― 文法入門(1)  「用言」  

第３日 高校古文 ――― 文法入門(2)  「用言」   

第４日 高校現代文 ―― 読解入門   

 

 ② 第１ターム （３月19・20・21・22日）  ３限 （16:05～17:25） 80分×４日間 

 ③ 第２ターム （３月25・26・27・28日）  １限 （13:10～14:30） 80分×４日間  

  高１英語 ②③ 応用  

先取りと定着 
高校英語で好スタートを切るための準備と意欲。 

大学入試へ向かって行くための方法論と心構え。 

  

第１日 高校英語への扉 中学英語の復習と応用知識 
 

第２日 高校英語の土台 「文型」と「動詞」(1) 
 
第３日 高校英語の土台 「文型」と「動詞」(2) 
 
第４日 高校英語の土台 「文型」と「動詞」(3) 

クラス指導 / 高１  

 

   第２ターム （３月25・26・27・28日）  ４限 （17:35～18:55） 80分×４日間 

 高１国語 ①  中高一貫 
中高一貫の有利さを活かし、この春に加速。現代文の

理解力アップ、古典文法の地盤を固めます。 

  

第１日 現代文の読解法  方法論と実践 

第２日 記述問題の考え方・解き方 設問意図の理解 

第３日 古典文法 ―― 助動詞 接続・活用・意味 理解から暗記へ 

第４日 古文読解 ―― 重要単語と設問理解 「読める」視点 

 高１英語 ①  中高一貫 
高校英語の重要単元の理解を重視。その原理とパ

ターンに習熟し、大学入試への実力につなげたい。 

 

   第２ターム （３月25・26・27・28日）  ３限 （16:05～17:25） 80分×４日間  
  

第１日 高校英語の重要単元 「時制」 

第２日 高校英語の重要単元 「仮定法」(1) 

第３日 高校英語の重要単元 「仮定法」(2) 

第４日 高校英語の重要単元 「分詞構文」 
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 ② 第２ターム （３月25・26・27・28日）  ５限 （19:00～20:20） 80分×４日間  

 ③ 第３ターム （４月１・２・３・４日）  ５限 （19:00～20:20） 80分×４日間  
 

第１日 センター国語とは / 漢文の学習ポイント 
  センター国語の全体像を理解。漢文は何を勉強すべきか。 
   

第２日 評論の読み方と解き方 
  読解と解答が結びついた解法を伝授。「何となく」にサラバ。 
    

第３日 小説の読み方と解き方 
  解きにくいと言われる小説にどうアプローチするのか。 
   

第４日 古文の基本と応用 
  読解と文法の相互作用で解く。「敬語」と「助動詞」が最重要。 

  高３国語 ①②   

 センター対策  高得点奪取 

いよいよ現行のセンター試験の最終年度です。

センター試験の国語は、独特の試験。８割以上の

高得点奪取には試験の構造研究と出題意図の分

析が重要。その上に知識と経験を積み重ねます。 

  高３英語 ①②  

 センター対策  高得点奪取 

いよいよ現行のセンター試験の最終年度です。

センター英語は、処理能力と注意力の試験。「英語

は何とかなる」と決めつけず、万全を期そう。発音

問題の法則、整序のコツ、長文読解技術など。 

 

 ② 第２ターム （３月25・26・27・28日）  ６限 （20:30～21:50） 80分×４日間  

 ③ 第３ターム （４月１・２・３・４日）  ６限 （20:30～21:50） 80分×４日間  
 

第１日  センター英語の「全体像」と「求められる力」 
   センター英語の全体像を理解する。 

            センターが求める「英語力」とは。 
   

   発音・アクセントの対策/文法語法の頻出事項 
      「第１問」「第２問」での滑り出しが成否を分ける。 
   

第２日  長文問題へのアプローチ (1) 
   「第４・５問」攻略への読解の基本的技術と応用。 
 

第３・４日 長文問題へのアプローチ (2)(3) 
     「第６問」攻略のための読解の基本的技術と応用。 

クラス指導 / 高３ 
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  第３ターム （４月１・２・３・４日）  ４限 （17:35～18:55） 80分×４日間  

             

  高３国語 ③    

 東大・京大対策   

東大、京大、一橋大のそれぞれの国語について、

過去問題の研究を通して、難しいと言われる理

由と、その独特の傾向を知り、対策を提示する。 

 

第１日 東大・京大は、どのように難しいのか 
  他大学の問題とどう違うのか。比較体験をします。 
  

第２日 東大国語 ―― 設問の意図の分析と端的で的確な表現力 
  本文全体の構造と局所的な傍線部理解の両立のために。 
  
第３日 京大国語 ―― クセのある文章の真意をつかむ読解力 
  主題を要約する力。長めの記述解答を組み立てる力。 
  
第４日 一橋大国語 ―― 難解な文章の主旨をつかみ要約する力 
  明治時代の文語文の読解や200字要約への対応力。 

 
  第３ターム （４月１・２・３・４日）  ３限 （16:05～17:25） 80分×４日間  

             

  高３英語 ③    

 東大・京大対策   

東大英語、京大英語のそれぞれについて、過去問

題の研究を通して、難しいと言われる理由と、そ

の独特の傾向を知り、対策を提示する。 

 

第１日 東大・京大は、どのように難しいのか 
  他大学の問題とどう違うのか。比較体験をします。 
  

第２日 東大英語 ―― 圧倒的な量、種類、そして思考力 
  多種多様な設問に対する「速い」と「深い」の両立。 
  
第３日 京大英語 ―― 難解な英文和訳と英作文 
  難所を乗り越える判断力・発想力・表現力。 
 
第４日 難解な文章の主旨をつかみ要約する 
  英文を的確に理解し、適切に要約する表現力。 

クラス指導 / 高３  

 

 「自習室」を利用して学習しよう！ 
 
 限定10席の小さな部屋ですが、１人に１台の机

を用意。それぞれの机には、手元を照らすデスク

ライトもあります。「私語厳禁」「居眠り禁止」「携帯

禁止」のルールの下、集中して学習できます。 
 
  また、加湿器、換気扇、空調の温度にも注意し

ています。ウィルス除去の空気清浄機も導入済み

です。 
 
  自習室が満席のときは、空き教室・空きスペー

スを案内しています。 
 
  春期講習に参加している人は誰でも、講習期

間中に利用できます。 
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   第１ターム （３月19・20・21・22日）  ６限 （20:30～21:50） 80分×４日間  

  

第１日 早大国語とは何か 
  基礎と応用の振幅、深い知識、鋭い判断力。特徴を知る。 
 

第２日 要求される読解力のレベル 
  出題される文章自体にどれくらい対応できるかがカギ。 
 
第３日 空所補充の考え方 
  出題者の考えた道すじを見つけ、逆に辿る。必出問題。 
 
第４日 求められる知識  
  古文法、漢文知識、文学史のよく狙われるゾーンを知る。 

高３国語 ④  

早大対策  

「早大国語」はそれだけでひとつのジャンル。 

私大国語最高峰の難しさはどこにあるのか。 

過去問から今後の学習方針を確立する。 

クラス指導 / 高３ 

 

   第１ターム （３月19・20・21・22日）  ５限 （19:00～20:20） 80分×４日間  
  

第１日 早慶レベルとは  過去問題を体験しながら、早慶レベルの英語 

                とはどんなものかを理解する。 
 
第２日 長文読解 (1)   長文読解の方法論を学ぶ。段落の構造を知り、 

                 読む方法論をつかむ。 
 
第３日 長文読解 (2)   長文読解の方法論を学ぶ。段落の構造を知り、 

                 読む方法論をつかむ。 
 
第４日 長文読解 (3)   長文読解の方法論を学ぶ。段落の構造を知り、 

                 読む方法論をつかむ。 

高３英語 ④  

早慶対策  

早慶レベルの英語力を身につけるには何が必

要か。さまざまな形式の過去問を体験しなが

ら、これからの学習の指針を得る。 

 

   第１ターム （３月19・20・21・22日）  ６限 （20:30～21:50） 80分×４日間  

  

第１日 読むための基礎理解 (1)  
  「文型」と「品詞」の関係を理解し、分析の土台を作る。 

  英文の基本的な論理構造を知り、読める力を作る。 
 

第２日 英文構造理解の視点 (1)  
  「同格的説明」の発見と処理。     
 

第３日 英文構造理解の視点 (2)  
  「共通関係」の発見と処理。 
 

第４日 英作文の学習法 
      どう学べば書けるのか。その視点と技術。 

自己流から抜け出し、構造・語彙の理解へ。   高３英語 ⑤  基礎理論と和訳・作文   
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高３国語 ⑤  現代文の読解法   
 

   第１ターム （３月19・20・21・22日）  ４限 （17:35～18:55） 80分×４日間  

「読む」ルールと「解く」テクニックを全紹介。 

 

   第１ターム （３月19・20・21・22日）  ５限 （19:00～20:20） 80分×４日間  
  

第１日 「敬語」の復習と読解への応用 (1) 
  敬語のシステムを理解し、敬語動詞を暗記する。 
  

第２日 「敬語」の復習と読解への応用 (2) 
  敬語のシステムを理解し、敬語動詞を暗記する。 
 

第３日 「助動詞」「助詞」の復習 
 ２つの文法事項から、場面の状況と人物関係を知る。 
 

第４日 省略されるもの、暗示されるもの 
 主語以外に省略されるもの、頻繁に暗示されるもの、とは。 

 高３国語 ⑥  古文の読解法   主語の把握のための文法理解とその応用。 

 

   第１ターム （３月19・20・21・22日）  ４限 （17:35～18:55） 80分×４日間  

小論文を書くために  まず小論文とは何かを知り、その学習法、論理的

に考え、論理的に書く技術を学びます。 

  

第１日 小論文を書くために必要なこと 

  大学がなぜ小論文を課すのか。そのことを十分理解することから、 

       小論文の学習を始めることが何より大切。 
 

第２日 論理的に考える方法、論理的に書く技術 

    論理的に考えることができれば、書く内容に困らない。 

        論理的に書く技術が、評価の高い小論文をつくる。 
 

第３日 今、何が問われているのか 

    2018年の今、大学入試小論文では何が問われるのか。 

      時代の論点を知り、そこから意見を立ち上げる。 
  

第４日 どう「知る」のか 

    書き方を学んでも、書く内容が貧弱では、合格できない。 

      何をどう「知る」のか？その方法論。 

クラス指導 / 高３  

  

第１日 「評論」の読み方  
  主張をいかに読み取るか。その視点と技術を過去問題を通じて学ぶ。 
 
第２日 「評論」の解き方  
     センターは、すべて「傍線部」問題。私大は特に「空所補充」問題。 
 

第３日 「小説」の解き方  
     「小説の三要素」「テーマ」「直前の理由」。解き方のカギとなる概念。 
 

第４日 「小説」の解き方  
     「感覚的表現」「心理描写」「回想」。小説独特の表現と構造。 
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   第３ターム （４月１・２・３・４日）  ６限 （20:30～21:50） 80分×４日間  

高２国語 ①  難関大対策 
東大・京大の問題を中心に、さまざまな問題に通

底する本質を理解する。討論も活発に行います。 

   

第１日 難関大学 出題意図の本質 
  一見、手のつけどころのない難問は、何を求めているのか。 
  

第２日 評論文 ―― 浅い読み方、深い読み方 
  論理記号を頼りに骨組みを読む。全体像から主題を見抜く。 
  
第３日 古文 ―― 知識から理解へ、理解からイメージへ 
  文法と語彙の確かな知識が理解を生み、想像を可能にする。 
 
第４日 作問ワークショップ ―― 出題意図の理解がすべて 
  自ら作問することで、出題者の考えを理解する。 

 
   第２ターム （３月25・26・27・28日）  ６限 （20:30～21:50） 80分×４日間  

  
第１日 評論文の理解力を上げる — 正確に読むための視点と技術を身につける。 
 

第２日 古典文法は得意にしてしまう —  助動詞の復習と敬語の理解を重点に。 
 
第３日 漢文の読み方と大切な語彙 —  「文型」を意識して読む視点と技術を身につける。 
 
第４日 小説の読み方と解き方 —  主観で想像するのではない、客観的な読解をめざす。 

大学入試まで実はもう２年を切っている。 何を
すべきかを認識し、本気の学習を始めよう。 

クラス指導 / 高２ 

大学入試へ向けて本格的な実力養成に入る春。 

文法の理解と語彙を土台に、読める力をつくる。 高２英語 ②   応用  

 

   第２ターム （３月25・26・27・28日）  ５限 （19:00～20:20） 80分×４日間  

  

第１・２日 単元別総復習〈その１〉 

        大学入試で頻出する文法事項の基本的な理解と応用知識。 
 
第３・４日  英文の構造を理解する 

     「文型」「品詞」の理解を中心に、読解の「土台」をつくる。 

高２国語 ②   応用  

難関大学入試に対応できる実力とは、基本が本当

にわかっていることと、知識を応用できること。 高２英語 ①  難関大対策  

 

  第３ターム （４月１・２・３・４日）  ５限 （19:00～20:20） 80分×４日間 

第１・２日 単元別総復習 — 大学入試で基盤となる文法事項の深く正確な理解。 
 

第３・４日  英文の構造の理解 — 「文型」の理解、「品詞」の理解を中心に、読解の「土台」をつくる。 
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   第２ターム （３月25・26・27・28日）  １限 （13:10～14:30） 80分×４日間  

 中３国語 ①  中高一貫 
中高一貫の有利さを活かし、この春からジャンプ。 
現代文の理解力を向上させ、古典文法の地盤固めを。 

  

第１日 論説文の読解法  筆者の主張を正確に読み取るための方法論と実践。 
 

第２日 物語文の読解法  登場人物の心情をつかみ、場面と表現の特徴に気づく。 
 
第３日 古典文法 ―― 用言の種類と活用 古典文法の基礎は「用言」。基本ルールを理解して暗記。 
 
第４日 古文の読解法   「逆接」「理由」など論理に注目して正確に読む。 

 中３英語 ①  中高一貫 
理解と暗記が大切な重要単元。基礎を確認し、発展
した内容をマスターして、大学入試に備えよう。 

 

   第２ターム （３月25・26・27・28日）  ２限 （14:40～16:00） 80分×４日間  

  

第１日 確認と発展 「不定詞・動名詞」 (1) 
 

第２日 確認と発展 「不定詞・動名詞」 (2) 
 
第３日 確認と発展 「受動態」 
 
第４日 確認と発展 「現在完了」 

クラス指導 / 中３   

 

   第２ターム （３月25・26・27・28日）  ３限 （16:05～17:25） 80分×４日間  

高得点を実現するために必要なことは、国語への自覚
を変えること。適切に努力すれば国語も上がります。 

  
第１日 高校入試の国語とは  

     — どう問われるのか。何をすればいいのか。 
 

第２日 論説文に強くなる  

     —  段落のテーマをつかむ。出題意図に気づく。 
 
第３日 古文を得意にする  

     —  高校で習う文法を先取り。正しく読める。 
 
第４日 物語文の解き方を知る  

     — 「心情」は想像しない。証拠を集めて推測。 

 

   第２ターム （３月25・26・27・28日）  ４限 （17:35～18:55） 80分×４日間  

高校入試に必要な知識と能力を身につけます。また、
難化する高校入学後も見据えて、濃く学びます。 

  
第１・２日 重要単元の定着と発展 (1)(2)  
  「時制」「助動詞」「不定詞」「動名詞」 
  
第３・４日 重要単元の定着と発展 (3)(4)  
  「受動態」/書き換え・整序 ほか 

 中３国語 ②  県立高対策 

 中３英語 ②  県立高対策 
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   第３ターム （４月１・２・３・４日）  ３限 （16:05～17:25） 80分×４日間   

  
第１日 文章を読む (1)    語彙の確認。論理の理解。 
 

第２日 文章を読む (2)    表現の理解。段落の理解。 
 
第３日 問題を解く  (1)  訊かれていることは何か。 
 
第４日 問題を解く  (2)  答えの書き方。得点の取り方。 

 
   第１ターム （３月19・20・21・22日）  ３限 （16:00～17:20） 80分×４日間  

  
第１日 文章を読む前に 国語学習への取り組み方 
 

第２日 語彙を増やす      知っている言葉 ＝ わかる力 
 
第３日 文章を読む       感じることと書いてあること 
 
第４日 問題を解く   何を訊かれているのか 

クラス指導 / 中２・１ 

 中２国語   応用 

 中１国語   応用 

国語で一番大切なのは正確な読み。大学入試新テスト
へ向けて、精度の高い推測力・語彙力をつけます。 

高校入試から大学入試まで、長い視野で国語力を高め
ていくことが大事。学習の姿勢から方法論まで。 

 
   第３ターム （４月１・２・３・４日）  ４限 （17:35～18:55） 80分×４日間  

中２の学習へ向けて、中１内容の復習に力を入れます。
わからないことをなくし、英語に自信をつけよう。 

  
第１・２日 重要単元の定着と発展 (1)(2)  
  「be動詞・一般動詞」「助動詞can」「現在進行形」ほか 
  
第３・４日 重要単元の定着と発展 (3)(4)  
  「過去形」「過去進行形」ほか/総合問題 ほか 

 中２英語  応用 

 
   第１ターム （３月19・20・21・22日）  ２限 （14:40～16:00） 80分×４日間  

英語学習の基礎のはじまりに、確実な理解と集中した
訓練で、しっかりとした土台をつくります。 

  
第１・２日 英語入門 (1)(2)  
  「大事な英単語」「辞書をひこう」「あいさつの表現」ほか 
  
第３・４日 文をつくろう (1)(2)  
  「I am～. You are～.」「This is～. That is～.」ほか 

 中１英語  応用 



 

11 

クラス指導・費用 

 

費用 税抜き（税込）    80分×４日間      春期講習期間中の自習室利用その他サービスを利用できる費用を意味します 

高３  

国語   

高３国語 ①②  センター対策 高得点奪取 

19,500円  (21,060円）  高３国語 ③   東大・京大対策 

高３国語 ④   早大対策 

高３国語 ⑤   現代文の読解法 

18,000円  (19,440円）   高３国語 ⑥   古文の読解法 

小論文 小論文を書くために 

英語  

高３英語 ①②  センター対策 高得点奪取 

19,500円  (21,060円）  高３英語 ③   東大・京大対策 

高３英語 ④   早慶対策 

高３英語 ⑤   基礎理論と和訳・作文 18,000円  (19,440円）  

    

高２      

国語 
高２国語 ①   難関大対策 

18,000円  (19,440円）   
高２国語 ②   応用 

英語  
高２英語 ①   難関大対策 

高２英語 ②   応用 
    

高１        

国語 
高１国語 ①   中高一貫 18,000円  (19,440円） 

高１国語 ②③  応用 高校先取り 16,500円  (17,820円） 

英語 
高１英語 ①   中高一貫 18,000円  (19,440円） 

高１英語 ②③  応用 高校先取り 16,500円  (17,820円） 
    

中３       

国語 
中３国語 ①     中高一貫 16,500円  (17,820円）   

中３国語 ②   県立高対策 15,000円  (16,200円）  

英語 
中３英語 ①     中高一貫 16,500円  (17,820円） 

中３英語 ②     県立高対策 15,000円  (16,200円）  
    

中２  
国語  中２国語     応用 

13,500円  (14,580円）    
英語 中２英語     応用 

中１  
国語  中１国語     応用 

12,000円  (12,960円）   
英語 中１英語     応用 

１ お一人で２講座以上ご受講の場合、１講座増える毎に2,000円（2,160円）割引 
   いたします。（例…２講座受講＝2,000円（2,160円）割引、３講座受講＝4,000円（4,320円）割引 …） 
 

２ ご兄弟姉妹でご参加の場合、年下のお子様の費用合計から1,000円（1,080円）割引 
     いたします。（上記の割引と併用して、割引いたします）。 

割 

引 
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個別指導 / 高３～中１ 

 
個別指導  日程と時間枠 （1回80分） 
 

１ 下記日程より「各タームの連続４日間（指導回数４回）」かつ「同じ時間枠」でご予約ください。 

   （その他の日数・回数をご希望の方は、ご相談ください） 
    

２ 個別指導は、学年や教科によって、担当講師が異なります。学年や教科によっては、上記時間枠

であっても、ご予約いただけない場合があります。お申し込み時にご相談させていただきます。 

 

３ 「春期講習 個別指導」にお申込みいただいた方は、上記の春期講習期間中、自習室などの、

期間 時間枠 

第１ターム   １限 13:10～14:30 
（第２・３タームのみ） 

２限 14:40～16:00 

３限 16:05～17:25 

４限 17:35～18:55 

５限 19:00～20:20 

６限 20:30～21:50 

        

３/19（火）･20（水）･21（木）･22（金） 

第２ターム   

３/25（月）･26（火）･27（水）･28（木） 

第３ターム   

４/１（月）･２（火）･３（水）･４（木） 

 
紫雲国語塾の「個別指導」は、 

 

１. 国語、小論文、英語について、以下のご希望にお応えします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２. 「生徒１人」対「講師１人」で指導する「完全マンツーマン」です。 
 
   個別指導専用のブース（個室）で行います。 

 

３. 受講生の希望に合わせて、相談の上で、指導内容を決定します。 
 

４. 講師は、「社会人」と「大学生」のどちらかをお選びいただけます。 

  （費用が異なります。右ページ表） 
     

５. 病気・部活などでの欠席分は、前日までのお申し出に関しては 

   原則として振り替えます。 
      
         ただし、急病や事故などを除き、当日のキャンセルは振替いたしません。ご返金もありません。 

         また、数種類の振り替え枠をご提示さしあげたにもかかわらず、ご都合が合わず、振り替えが実施できない場合、 

         その分をご返金することもありません。ご了解の上、お申し込みください。詳細は右ページの「規約」をご確認くださ

・苦手意識を解消したい   

・成績を上げたい 

・得意教科なのでさらに伸ばしたい 

・取り組む姿勢に変化を求めている 

・精神的なサポートがほしい 
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個別指導 / 高３～中１  

費用一覧 (80分×４回)                             税抜表示 （ ）内は、税込費用  

費用のご納入 
 
① 会員生の方は、ゆうちょ銀行による「自動払込」をご利用いただきます。 

② 一般生の方は「お振り込み」になります。申し込み手続き完了後、請求書を発行いたします。 

割引 
 
 ご兄弟姉妹でご参加の場合、年下のお子様の費用合計から1,000円（1,080円）割引いたします。 

「振替」に関する規約 
 
 １ やむをえない事情（急な病気・怪我、事故や弔事など）での欠席をのぞいて、原則として、 
     当日のキャンセルはお受けできません。また、ご返金もできません。 
 
 ２ 前日までにご連絡をいただいた分につきましては、別の日時に振り替えさせていただきます。 
         ただし、いったん振り替えた分を、再び別の日時に振り替えることはできません。 
         その場合は、キャンセルとなります。ご返金もできません。  

学年/講師 社会人講師 大学生講師 

高３・既卒           28,500円  (30,780円)          22,500円  (24,300円) 

高１・２           27,000円  (29,160円)          21,000円  (22,680円) 

中３・小６（受験）           25,500円  (27,540円)          19,500円  (21,060円) 

中１・２           24,000円  (25,920円)          18,000円  (19,440円) 

春期講習 カレンダー 

３/18 (月) 19 (火) 20 (水) 21 (木・祝) 22 (金) 23 (土) 24 (日) 

 春期講習 第１ターム   休 教育セミナー 

              

３/25 (月) 26 (火) 27 (水) 28 (木) 29 (金) 30 (土) 31 (日) 

（振替・補習日） 休  （振替・補習日） 春期講習 第２ターム      

              

４/１(月) ２ (火) ３ (水) ４(木) ５(金) ６(土) ７ (日) 

春期講習 第３ターム  （振替・補習日） 休  
 2019年度 

Ⅰ学期 → 
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クラス指導・個別指導 合格体験記  
 

大
分
大
学 

医
学
部  

○
○ 

○
○
さ
ん
（
大
分
東
明
高
） 

  

私
は
、
高
校
３
年
生
の
６
月
に
入
塾

し
ま
し
た
。
医
学
科
志
望
で
あ
り
、

セ
ン
タ
ー
試
験
で
失
敗
す
る
わ
け

に
は
い
か
な

か
っ
た
の
で

す

が
、
国

語

が
一
番
の
弱

点
だ
っ
た
の

で
、
そ
の
対
策
と
し
て
小
林
先
生
の

授
業
を
受
け
始
め
ま
し
た
。
◆
今
ま

で
感
覚
で
解
い
て
い
た
評
論
、
小
説

に
対
し
て
、
小
林
先
生
の
指
導
す
る

読
み
方
を
徹
底
し
、
真
似
す
る
こ
と

を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
う
す
る
こ
と
で
現
代
文
の
点
を

安
定
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国

語
に
対
す
る
不
安
を
大
い
に
軽
減

で
き
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
他
の

科
目
に
集
中
し
て
勉
強
時
間
を
割

く
こ
と
が
で
き
、
全
体
的
に
学
力
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
◆
セ

ン
タ
ー
試
験
本
番
で
は
、
満
足
の
い

く
点
数
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
必

要
な
点
を
国
語
で
ち
ゃ
ん
と
取
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
苦
手
意
識
を

な
く
し
、
強
い
気
持
ち

で
臨
め
た
か
ら
こ
そ
、

合
格
で
き
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。 

合格体験記 

2018 

 

大
分
大
学 

医
学
部 

○
○ 

○
○
さ
ん
（大
分
上
野
丘
高
） 

 

私
は
国
語
が
苦
手
だ
っ
た
。
感
覚
・フ
ィ
ー

リ
ン
グ
、
そ
ん
な
も
の
は
国
語
が
苦
手
な

私
か
ら
す
れ
ば
、
意

味
不
明
だ
っ
た
。
あ

や
ふ
や
な
形
の
な

い
国
語
を
、
し
っ
か

り
と
し
た
形
の
あ

る
も
の
へ
変
え
て
く
れ
た
の
が
紫
雲
国
語

塾
だ
っ
た
。
論
理
記
号
や
問
題
構
成
な
ど

学
校
で
は
教
わ
ら
な
い
「Ｋ
の
解
法
」と
呼

ば
れ
る
秘
伝
の
解
法
は
追
い
込
ま
れ
た
受

験
期
の
道
し
る
べ
だ
っ
た
。
受
験
本
番
、

時
間
配
分
を
間
違
え
逃
げ
出
し
た
く
な
っ

た
セ
ン
タ
ー
試
験
の
国
語
も
「Ｋ
の
解
法
」

を
知
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
最
後
は
立
て
直

し
て
第
一
志
望
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
英
語
は
長
野
先
生
に
文
法
の
基
礎
か

ら
要
約
に
い
た
る
ま
で
様
々
な
こ
と
を
教

え
て
い
た
だ
き
力
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
小
林
先
生
に
は
国
語
だ
け
で
な

く
、
医
学
部
に
は
大
変
重
要
な
個
人
面
接

の
練
習
も
何
度
も
し
て
い
た
だ
い
た
。
◆

紫
雲
国
語
塾
に
は
学
習
面
で
最
高
の
先
生

方
と
環
境
の
非
常
に
整
っ
た
自
習
室
、
そ

し
て
個
人
に
合
わ
せ
た
相
談
や
学
習
指
導

を
し
て
く
だ
さ
る
先
生
が
い

ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
紫
雲

国
語
塾
で
全
力
で
学
習
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
応
援
し
て

い
ま
す
。 

合格体験記 

2018 

 

慶
應
義
塾
大
学 

法
学
部  

○
○ 

〇
さ
ん
（大
分
東
明
高
） 

  

私
は
、
こ
の
塾
に
来
る
ま
で
文
章
の

読
み
方
、
問
題
の
解
き
方
が
よ
く
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
フ
ィ
ー
リ
ン

グ
で
解
く
だ

け
で
、
根
拠
な

し
に
解
い
て

い
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
塾

に
来
て
か
ら
は
、
何
も
か
も
自
分
を

変
え
さ
せ
る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

◆
中
で
も
、
特
に
成
績
向
上
を
感
じ

ら
れ
た
の
は
、
国
公
立
大
学
の
記
述

対
策
講
座
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
自
分

の
弱
み
は
、
難
解
な
文
章
を
読
む
際
、

た
だ
理
解
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
ひ

た
す
ら
に
読
み
、
そ
の
た
め
に
か

え
っ
て
何
が
何
だ
か
分
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

読
め
る
文
章
で
も
、
読
め
た
つ
も
り
、

つ
ま
り
、
読
み
違
え
て
い
る
ケ
ー
ス

も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

講
座
を
受
け
て
か
ら
は
、
そ
の
よ
う

な
こ
と
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
◆

国
語
は
セ
ン
ス
だ
、
と
思
っ
て
い
る

人
が
多
く
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
解

き
方
を
習
得
で
き
る
な

ら
そ
う
と
は
思
い
ま
せ

ん
。
合
格
後
の
自
分
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
。 

合格体験記 
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大
阪
大
学 

法
学
部 

○
○ 

○
○
さ
ん 

（大
分
上
野
丘
高
） 

 

私
は
、
こ
の
塾
に
入
る
以
前
、
現
代
文
の

解
答
を
書
く
こ
と
が
非
常
に
苦
手
で
、
模

試
で
の
偏
差
値
が

不
安
定
で
し
た
。

し
か
し
、
三
年
生

に
な
り
、
こ
の
塾

に
入
り
指
導
を
仰

ぐ
と
、
夏
休
み
に
受
け
た
オ
ー
プ
ン
模
試

で
は
、
国
語
の
偏
差
値
が
他
教
科
に
比
べ

て
高
く
な
り
、
そ
の
状
態
を
秋
に
受
け
た

最
後
の
オ
ー
プ
ン
模
試
ま
で
継
続
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
◆
実
際
、
二
次
試
験

が
終
了
し
た
日
は
、
国
語
に
最
も
手
ご
た

え
が
あ
り
ま
し
た
。
素
直
に
先
生
が
教
え

て
く
だ
さ
る
ア
ド
バ
イ
ス
に
沿
っ
て
解
答

を
作
成
す
れ
ば
、
私
の
よ
う
に
一
年
間
し

か
指
導
を
受
け
ら
れ
な
く
て
も
、
国
語
の

成
績
を
上
げ
る
こ
と
は
可
能
だ
し
、
こ
の

塾
は
可
能
に
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

◆
私
が
大
学
受
験
を
通
し
て
大
切
だ
な

と
思
っ
た
こ
と
は
、
「
素
直
で
あ
る
こ
と
」

と
「基
本
を
大
切
に
す
る
こ
と
」
で
す
。
素

直
で
あ
れ
ば
、
周
囲
の
人
の
指
摘
や
指

導
を
よ
り
吸
収
で
き
る
し
、
基
本
を
大
切

に
す
れ
ば
、
例
え
ば
古
文
は
大
方
読
め
る

よ
う
に
な
る
か
ら
で
す
。
皆

さ
ん
に
は
こ
の
二
つ
を
大

切
に
し
て
合
格
を
掴
ん
で

ほ
し
い
で
す
。
応
援
し
て
い

ま
す
。 
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お申込みに際してのご注意 
 

１ 欠席・遅刻につきましては、必ずご連絡ください。その際は必ず、ご本人もしくはご家庭からご連絡ください。ご本人・ご
家庭からの連絡が不可能である特別な場合を除いて、友人に伝言することは慎んでください。また、連絡なしで欠席さ
れた授業に関して、ご返金さしあげることは一切ありません。 

 
２  受講者の事情により欠席された授業につきましては、事前連絡、当日連絡のいずれの場合も、「振替」はありません。ただ

し、欠席された授業の内容を要約したお伝えする「補習」を、可能な限り行っております。担当講師にご相談ください。 
 
３ 受講に際しては、講師の指示にしたがい、集中して授業に取り組んでください。あまりに意欲の感じられない態度や、著

しく授業の妨げとなる言動が、再三の注意によっても改まらない場合、退席していただくことがあります。また、このよ
うなことが繰り返される場合、受講をお断りすることもあります。その場合は、受講費用は一切ご返金いたしません。  

 

費用のご納入 
 

会員生の方は「口座自動払込」になります。 

 
 

 

 

 

一般生の方は、下記口座にお振り込みください。 

 

注１ 講座が始まる３日前までにお振り込みください。お振り込みのない場合、受講できない場合もあります。  
 
注２ キャンセルは、講座開始２日前…講座費用の20％、開始前日…同50％、講座初日…100%を申し受けます。 

３月８日(金) までのお申し込み分 → ３月20日(水) 

３月９日(土) 以降のお申し込み分 → ４月22日(月) 

春期講習期間の 開校時間   

   

    お電話でのご連絡も以下の時間内にお願いいたします。なお、授業中は電話に出られないことがあります。 

お申込方法 
 
 方法１ … 同封の「申込書」を、紫雲国語塾までご持参ください。 
 
 方法２  …   同封の「申込書」を、ＦＡＸでお送りください。 
            
 方法３ … お電話にて、ご予約ください。 

       （ただし、講座初日までに「申込書」を「紫雲国語塾」までお持ちください。） 
 
 ※ 「個別指導」のお申込みにつきましては、クラス授業の時間割との関係上、必ずしもご希望の時間枠が 

   ご用意できるとは限りません。あらかじめご了承ください。 

ＴＥＬ  ０９７－５４０－６６７０    ＦＡＸ  ０９７－５４０－６６７１ 

第１ターム  ３月19・20・21・22日 14:00～22:15 

第２ターム  ３月25・26・27・28日 

13:00～22:15    
第３ターム  ４月１・２・３・４日 

春期講習  お申込み方法  

月～金 15:00～22:00（祝日は13:00～）  日 13:00～19:15   土  休み 

「ゆうちょ銀行」からのお振り込み      ⇒ 17270  08389731 有限会社 紫雲国語塾 
他の銀行・金融機関からのお振り込み ⇒ 七二八 838973   有限会社 紫雲国語塾 




